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部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 川 口  浩 

提案テーマ 教育実践者としての基盤形成に重点をおいた実習 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

○教育者としての全人的陶冶 

・個人の教育技量の向上 

・実習生同士のチームワークを基盤とした活動 

・社会人としての常識の体得 

（活動の具体） 

・指導案検討日の設定 

      実習に先立ち，夏休み中に指導を行う。 

・教育実習期間を第Ⅰ期・第Ⅱ期に分けた効果的な実習 

     第Ⅰ期 基本的実習 （１週間） 

         ・児童との人間関係醸成 

         ・授業観察 

         ・講話，講演の受講 

     第Ⅱ期 発展的・総合的実習（４週間） 

    ・実際に授業実践，分析 

         ・一斉授業，研究授業 

・自主運営による研究授業後の検討会 

◎所属学級の中でのチームワークを重視する。  

◎容儀，礼儀，言動等，社会人としての一般常識に対する指導を重視する。 

◎学校長による直接指導を行う。 

成 

果 

と 

課 

題 
○指導案検討日を設定することにより，実際の授業に先立ち，視点の明確になった指導案

作成ができる。また，夏休み期間中のメールによる指導により，指導案の概要が固まり，

実習開始までに，さらに手を加えることが可能になる。 

○グループでの活動を重視することで，実習生同士に深い人間関係が生まれ，支えあいな

がら仕事に携わることの意義を実感させることができる。また，授業内容の充実等，実

習としての深まりも生まれる。 

○社会人としての常識を意識することの必要性を実感させることができる。 

●放課後から退勤までの短い時間の中で，効率的な指導が求められるが，不十分なまま帰

宅させざるを得ないことがある。 

メモ 
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部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 川　﨑 正　盛 

提案テーマ 公立学校への訪問および授業観察 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

○ 教育実習生が本校と異なる教育現場を参観し，豊かな教育経験を積むことで，今後の

実習に生かすことができるようにする。 

・本校と異なる地域，規模，環境にある学校の教育活動を学ばせる。（竹原市立仁賀小学校

は，小規模校であり，参観授業は複式学級の授業である） 

・複数の学校を参観し，それぞれの学校の特色について学ぶ機会を設定すると共に，公立

小学校の学校経営や学級経営などについて学ばせる。 

（活動の具体） 

竹原市立仁賀小学校訪問 三原市立三原小学校研究会参加 
・授業参観×１ 
・児童発表参観（学校紹介，太鼓） 
・校長による講話 
・児童休憩，自由見学（児童と共に） 
・掃除（児童と共に） 
・仁賀小児童との交流会 

・朝の会参観 
・公開授業参観×３ 
・児童発表参観（合唱，鼓笛） 
・協議会参加 

 

成 

果 
と 

課 

題 

 

 竹原市立仁賀小学校訪問 三原市立三原小学校研究会参加 
成果 ・複式学級の授業を参観することで，単式

学級では見られない板書や授業の進め方

などの工夫を観ることができた。 
・実習生が，ストーリー仕立てで脚本を書

き，全員で予行演習を行うなど，主体的

に計画・運営を行うことができた。 

・公立学校の子どもの実態やそれ

に応じた授業の工夫などを観る

ことができた。 
・協議会において，現職の先生方

と共に授業について交流をおこ

なうことができた。 
課題 ・参観授業や授業作りに関して実習生が質

問をする機会がなかったため，訪問校の

担当者と日程について協議する。 

・実習終了日の前日であったため，

大変忙しく，一斉授業の日程も

研究会を間にはさんでの 2 日間

になった。  
※他にも幼小中一貫校の特性を生かし，幼稚園，中学校への保育・授業参観を 2 日間に分けて行っ

ている。 
メモ 
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 附属小学校 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 中　田 晋　介 

提案テーマ カンファレンス的な学びを取り入れた教育実習 

（活動の目的と目標） 

 教育実習において，学生に対しカンファレンス的な学びを取り入れることにより，子ど

もについて表層的な理解だけに終始させるのではなく，学生自身の考え方を自己吟味させ，

より深層的な理解へと導くことを目的とする。 

（活動の具体） 

 カンファレンス的な学びとは，学生が子どもについての理解を深めると同時に子どもに

向き合ったとき学生の内部に発生してくる感覚や情動・感情を吟味しながら，自分自身の

考え方を自己吟味させる学びである１）。このアプローチを今年度は，試験的に４学級で行

った。実践した場面は，学級反省会という１日の学級の子どもたちの様子について話し合

う場である。 

 本校の教育実習では，学級反省会の後，授業反省会を行っている。学級反省会では，学

級担任が主導で行い，授業反省会は，教科担任が主導で行う。授業については，それぞれ

の専門性や授業を行う上で身に付けておくべき知識やスキルが存在する。そのため，授業

反省会は，各教科において個人のスキル向上と学生の反省の視点を明確にした指導を続け

てきている。学級反省会での指導内容は，各担任に任されている部分が多く，担任のこれ

までの経験から指導すべき内容を決定し，学生に指導している状態である。教師の経験に

よる指導の差が出やすい部分である。そこで，この学級反省会にカンファレンス的な学び

を取り入れることにより，教師による経験の差をどの程度補完することができるのか，ま

た，学生の自己吟味による振り返りがどの程度可能なのか調査を行った。具体的には，学

級反省会では，指導というよりも，それぞれの１日の反省を述べさせ，それについて学生

自身がどのように行動すれば良かったのか，自己吟味できるように振り返りの場を多く取

り入れるようにした。 

１） 田中孝彦他，「カンファレンス的な学びとその意味について－「子ども理解」のカリキュ

ラムと教師教育改革（その１）」，『日本教育学会第 69 回大会発表要旨集録』，190 頁.2010. 

 カンファレンス的な学びを取り入れた指導とそうでない指導において，学生の満足度に

有意な差は見られなかった。しかし，カンファレンス的な学びを取り入れた４つの学級の

学生のアンケート記述では，子どもたちとの関わりから悩みながらも成長していった自分

について記述している学生も見られた。また，日々の学級反省会において自己吟味による

リフレクションが行われ，子どもを多面的な視点から見る様子がうかがえた。このように，

自己吟味により子ども理解へと導くことも可能であるように思われる。しかしながら，カ

ンファレンス的な学びにおいても教員側の適切な言葉がけが必要となると考えられ，経験

年数による差を全て補完できるわけではない。今後の取り組みとしては，反省会において

自己吟味させる場を設定し，これまで以上に教師間の緊密な連携による学生を育てるとい

う視点での指導を心がけていくことが必要である。 
メモ 
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 附属三原中学校 

部会   教育実習 発表者 大　和 浩　子 

提案テーマ 生徒理解・生徒指導と教科指導を２本柱とする教育実習の実際 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

 教科指導の実習のみにとどまらず，現場教職員の勤務に少しでも近い勤務状態の実習を

実現し，教科指導と生徒指導は常に表裏一体の関係にあることを意識させながら教育実習

を行うことを通して，実習生の教職に対する基本的な姿勢を確立させ資質を高めることを

目的とする。前期実習では実習生に生徒理解の重要さを認識させながら，基本的な教科指

導の力をつけることを目標とする。それをふまえ，後期実習では生徒とともに作り上げる

授業を構築する力を培い，教科指導の質を向上させることを目標とする。 

 

（活動の具体） 

 本実習前の観察実習時から，本実習で配属となる学級で多くの「教科外活動」を観察さ

せている。実習前打ち合わせにおいては，教科の担当教諭との打ち合わせだけではなく，

所属学級の担任教諭との打ち合わせ時間も設け，諸活動の運営の仕方について事前に学習

の場面を設定している。本実習では基本的に「生徒理解のため出来うる限り生徒と過ごし，

生徒を見る」ことを推奨し，自分の教科以外の授業も観察させている。また，朝読書・毎

日のＳＨＲ・昼食・清掃活動も生徒とともに行わせている。 

 また全実習生に対し，部活動への参加を必須としている。教科指導に関することで参加

が困難な場合を除き，放課後の部活動には参加が原則である。実習生によっては朝の部活

動にも参加し，生徒とともに汗を流している姿も見られる。 

成 
果 

と 

課 

題 

○成果 

生徒の立場に立った授業を構築していく際に，生徒個々人の思いや実態を考慮しながら指

導案を立てることが必要である。そのことを，実感として理解させることができている。

生徒と接すれば当然，生徒指導がうまくいくときもあればいかないときもあるが，多くの

実習生は失敗を経験しながらも，たくましく実習をやりきっている。 

○課題 

生徒となれ合うことが生徒理解だという間違った認識を持ってしまう実習生や，生徒との

関係がうまくいかず意欲を失ったりする実習生も見受けられる。本校の実習の意義をオリ

エンテーション等で徹底する必要性と，メンタル面でのサポートの必要性を感じている。 
メモ 
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 附属三原幼稚園 

部会 教育実習 発表者 掛 志 穂 

提案テーマ 実りを実感できる教育実習の実際 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

幼稚園で幼児教育を具体的に体験させることを通して、今まで習得してきた教育の理論

と理解をより深めさせると共に、教育技術、実践的指導力の習得をはかり、教育者として

の精神と資質を向上させることを目的とする。保育実習や反省会、事後指導などの中で幼

児理解を深め、子どもとの向き合い方を学び、教師としての資質向上に意欲をもたせるこ

とを目標とする。 

（活動の具体） 

２週間の実習期間のうち、第１週目の始めに観察実習をし、２日目以降部分実習を行う。

第２週目の初めに再度観察実習をし、その後全日実習を行う。部分実習と全日実習の両方

を実習生全員ができるようにしている。また、学生の学びの実際を知るために、第２週目

の途中で実習に関するアンケートの実施を行っている。内容は、この実習での学びは何だ

ったかとか、実習をすることで教育観は変わったかなどの具体的に自分を見つめさせるも

のである。そこで出た意見をもとに実習内容が充実したものになるようにしている。さら

に、日々の事後指導では、実習生に「自分や他学生の保育を振り返り、ポイントを絞って

自分だったらどうするか」などを演習も含めながら考えさせている。教師は、実習生の保

育から、どのような指導助言が必要か、資料はどのようなものが適切かなど、折りにふれ

教師間で事後指導の内容を交流している。また、小学校教員を目ざす実習生が多いという

点から、事後指導の中で幼小連携や幼児教育についてなど実際の子どもの姿から幼児教育

の大事さについても指導内容で触れている。 

成 

果 

と 

課 

題 

○成果 

第２週目に観察をいれることにより、子どもとの向き合い方や幼児理解のしかたなどの

視点がはっきりし、その学びを第２週目の全日実習に生かすことができている。また、事

後指導の内容を教師間で交流することが、全体の指導内容の質を高め事後指導を充実させ

ることにもつながっている。また、幼児期に大切なことや幼小連携についてなどを子ども

の姿とそれに対する教師の姿を交えて話すことにより、教師としての資質向上に意欲をも

たせることにもつながっている。 

○課題 

アンケートをもとに指導助言内容の充実をはかっているが、その結果について教師間の

交流をする時間がとれず実習が終わってからの交流になることもある。指導助言内容のさ

らなる質向上のために教師間での交流の時間確保や適宜内容改善に努めることが必要と考

えている。 
メモ 
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 附属幼稚園 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 日　切　慶　子 

提案テーマ 幼稚園教育実習の実際について 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

○幼稚園教育実習の目的 

 幼稚園で幼児教育を具体的に体験することを通して、今まで習得してきた教育の理論と

理解をより深めるとともに、教育技術、実践的指導力の習得をはかり、教育者としての精

神と資質を向上する。 

 

○幼稚園教育実習の内容 

 今年度は、実習参加学生は１５人おり、１クラス５名という形で行った。期間は２週間

であった。実習内容は、観察実習を２日、部分指導と全日指導を一人一回ずつ、残りの日

程は参加実習という形で行った。 

 

○幼稚園教育実習のアンケートより 

 ２週間という期間について、ちょうどよいと答えた学生は３３％、短いと答えた学生は

６７％だった。将来幼稚園の教員を希望して参加した学生は２名で、その他は小学校との

違い、幼児の実態について知りたいので実習に参加したという学生がほとんどであった。

実習をする中で、子どもと触れ合いたい、保育者の子どもへの接し方、環境について学び

たいなど様々な期待をもっており、そのことについて学ぶことができたという意見が多く

あった。また、子どもと実際かかわることで実態が分かった、子どもの見方に変化があっ

た、人と真正面からぶつかり合うとはどういうことなのかについて、体で学べたという意

見があった。中には、幼児は何もできないというイメージをもっていたが、自分のできる

中で精いっぱい生きている、一人ひとりが考えをもっていることが分かったなどという意

見も見られ、幼児に対する理解を深める経験につながったようであった。 

成 

果 

と 

課 

題 
実習を終えて、子どもたちを集団としてではなく一人一人を捉えることや、子どもの気

持ちに寄り添うことの大切さを学べた、子どもと向き合うことができたなどの意見が多く

見られた。このことから、実習の成果としては、個に応じた指導の大切さを感じたり、自

分なりにかかわりを考えたりする機会になったことが挙げられる。また、全実習生が実習

が意義があったと答えたことから、学生にとって学びのある実習になったようであった。 

 もっと学びたいことや、改善して欲しいことについては、実習が始まって２日目から保

育をしたのが負担だったことや、事前に観察実習をして実態を学びたかった、子どもたち

の様子が分かり始めたところで実習が終わってしまったという意見があった。このことか

ら、２週間という短い期間の中で、保育実践や、指導をどのように充実させていくかとい

うことが挙げられる。また、一クラスにおける学生の数が年によって変化するため、人数

が多い場合には保育者として幼児を指導する時間が短くなるという課題も挙げられる。さ

らに、先にも述べたように、将来幼稚園教諭を希望する学生が少ないためか、学生の意識

に個人差があり、実習に対してやる気のない学生がいるということが課題となっている。 

 

メモ 
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 海外調査 

国 アメリカ 発表者 原　田　良　三 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

目的： 

附属学校に関する中期目標を達成するため、教育学研究科と連携し、世界的視点から、 

教員養成を行っている大学ならびに教育実習校を訪問して、先進的な教育実習と教育実践

研究に関して、信頼性かつ妥当性のある調査を実行する。以って、本学のシステムの見直

しをするための一助とする。 

 

調査内容： 

１．期 間： 平成 22 年 9 月 19 日（日）～9 月 25 日（土） 

２．訪問先： １）Indiana University(IU) 

                    Bedford-North Lawrence High School 

                      Fairview Elementary School 

２）San Francisco State University(SFSU) 

    Lowell High School 

３．構成員： 原田良三（附属中・高）  大塚 豊（教育学研究科） 

       掛 志穂（三原幼稚園）  林 武広（教育学研究科・東雲校長） 

       下前弘司（附属福山） 

       松本信吾（附属幼稚園） 

       山崎学肖（附属東雲中） 

４．調査結果（日米比較）： 

             <日本（広島大学）>        <アメリカ> 

 ・実習期間        ２～５週間            1 年間 

 ・実習校配置       附属学校園            公立学校園  

 ・指導教員と実習生    １対複数             １対１ 

 ・Supervisor                  無               有 

 ・教員免許        全国共通              州 

 ・採用（公立）      県、市など            各学校 

成 

果 

と 

課 

題 

資質向上を目指す教員養成の課題 

 １．教育実習の充実 

  ・実習生の数（教員志望の有無） 

・指導体制（大学と附属との連携） 

・指導内容（カリキュラム） 

  ・実習期間（附属の負担） 

 ２．教員養成をめぐる国内の動き 

  ・教職大学院（高度化プログラム） 

  ・教員免許更新制 

  ・中教審答申 
メモ 
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 附属福山中・高等学校 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 池 岡  慎（チームリーダー） 

報告テーマ 平成 22 年度 海外調査プロジェクト 

－フィンランドにおける教員養成に関する調査報告－ 

報 
 

告 
 

の 
 

概 
 

略 

 

１．はじめに 

例年になく猛暑の続く日本とは異なり，フィンランドは初秋を迎え，調査団としては，非常に心地

よい時期に教育立国を訪問する機会を得ることができた。ヘルシンキ国際空港では，ムーミンや

その仲間たちからの歓迎を受け，長旅の疲れを忘れさせてくれた。また，ユヴァスキュラの街は，

極寒前の季節を楽しむかのように活気に溢れていた。人々は，遠い国からやってきた我々に優し

く，母語と英語をうまく使い分けているようで，滞在中は，ストレスを感じること無く日常生活を送る

ことができた。 

さて，フィンランドの教育に関する調査・研究は，これまでに数多くの書籍や論文で報告されて

いるが，本プロジェクトの最大の特徴は何であるか。それは，広島大学の教員養成や教育実習に

深く関わっている教育学研究科の先生方や大学の職員と附属の教員が，所属や教科を超えて行

動を共にし，本調査を実行したことである。本学におけるこれからの教員養成のあり方に関して，

その成果と課題を共有する機会を得ることができたことは非常に価値のあることだと思われる。 

 

２．プロジェクトの目的 

本プロジェクトは，附属学校に関する中期目標を達成するため，教育学研究科と連携し，世界

的観点から，教員養成を行っているフィンランドの大学ならびに教育実習校を訪問して，先進的

な教育実習と教育実践研究に関して，信頼性かつ妥当性のある調査を実行することである。そし

て，その調査を踏まえて本学のシステムの見直しをするための一助とすることを目的とする。 

 

３．調査チーム 

本調査の構成員と所属は以下の通りである。（五十音順敬称略）  

・池岡   慎  （広島大学附属福山中・高等学校教諭） ＊本プロジェクトチームリーダー 

・植田 敦三  （広島大学教育学研究科教授） 

・梶山 耕成  （広島大学附属中・高等学校教諭） 

・川﨑 正盛  （広島大学附属三原小学校教諭） 

・久原 有貴  （広島大学附属幼稚園教諭） 

・中田 晋介  （広島大学附属小学校教諭） 

・濱尾   健  （広島大学教育室附属学校支援グループ） 

・松尾 砂織  （広島大学附属三原中学校教諭） 

・松宮 奈賀子（広島大学教育学研究科講師） 

 

４．調査期間 

本調査は、事前打合せを含め，平成２２年８月２１日（土）～８月２６日（木）の期間で実施され

た。なお，現地での調査は，２３日（月）～２５日（水）（ただし，最終日は午前中まで）で行われた。 

事前打合せとして，８月１０日（火）１０時より副理事室にて，松浦副理事より，本プロジェクトの目

的等について説明があった。 
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３．教 育 研 究 部 会
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 附属三原学校園 

部会 教育研究部会 発表者 吉 原 智恵美 

提案テーマ 幼小中一貫教育研究の推進 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

本学校園は，同一敷地内に幼稚園，小学校，中学校が併設され，12 年間の完全連絡入学制を採っている。

この環境を生かし，平成 10 年度以降，幼小中 12 年間の子どもの育ちを視野に入れた一貫教育の在り方を模

索し教育研究を推進している。一貫教育研究の必要性は，教育の連続性，一貫性への注目や少子化に伴う学

校統廃合などを背景に年々高まりつつあり，本学校園の教育研究はそのニーズに応えるものでもある。ここで

は，これまでの実績から，幼小中一貫教育研究推進のための具体的な運営・組織づくりについて提案する。 
（活動の具体） 

① 全教員による教育目標の共有 

研究主題や子どもに身につけさせたい力といった研究を方向づける内容を決定する際には，全教員からな

る全体研究部会を開催して討議を行っている。一貫教育を成立させるためには，幼小中の一人ひとりの教員

が教育目標を共有し，同じ方向に向って教育活動を行う必要があるからである。教員の思いや各校種の独自

性をふまえた討議を行う中で，研究の方向性が共有され，教員一人ひとりが学校園全体の研究に主体的に携

わろうとするボトムアップの気運を形成することができる。 
② 校種の独自性と連続性を大切にした研究推進体制 

研究推進にあたってはプロジェクト制による複数の学習開発部会を設置し，それぞれの部会には幼小中の

教員を縦割りで配置している。そうすることで，各校種の独自性，幼小中の連続性をふまえた討議がなされ，

発達段階に応じた学習活動を開発することが可能になる。さらに，部会間の情報共有のために，月に一度，校

園長，三副校園長，三教務主任，三研究主任，各部会のリーダー，研究アセスメント担当者による研究開発委

員会を設け，情報の共有や部会間の調整を行っている。 
③ 他校種への理解を深める保育・授業研究と合同・交流学習の開発 

一貫教育を推進するためには他校種の教育観への理解が必要不可欠である。本学校園では，年度当初に

保育研究・授業研究の年間スケジュールを共有し，校種を越えて相互に参観し合えるようにしている。また，校

種の枠を越えての合同学習や交流学習を積極的に実施している。例えば，幼稚園年長児と小学校４年生の，

人間関係力育成を目的とした交流学習は１年間を通じて行われる。交流学習の計画は保育者と授業者の討議

によって立てられ，実際の交流場面では小学校教員が園児を援助したり，幼稚園教員が小学生を指導したり

する姿が見られる。このような積み重ねの結果，互いの校種に対する理解が生まれ，12 年間の子どもの成長

を視野に入れた教育が実現するのである。 
④ 研究の提案性を高める大学教員などとの連携 

一貫教育のパイオニアとして研究の成果を発信し続けるためには，絶えず外部の評価を得ながら研究の妥

当性について検討を加える必要がある。そのため，学習開発を広島大学との共同研究に位置づけるとともに，

県・市の教育委員会や他大学の先生方からなる運営指導委員会において指導助言を得る機会を設けている。 

成 

果 

と 

課 

題 

○ 教員間の交流，合同学習や交流学習の実施により，12年間の子どもの成長を視野に入れた教育活動がな

され，発達段階に応じた学習開発がなされた。 

○ 全体研究部会により全教員が研究の方向性を共有できるようにしたことで，各学習開発部会において主体

的に学習開発がなされた。 

● 一貫教育に取り組み始めようとしている幼稚園や学校に対し，一貫教育の進め方を提言可能な形にして

示す。 

● 保育・各教科・各領域における目標設定，学習内容，指導方法の系統性を整理し，12 年間を通じての総合

的なカリキュラムを開発する。 

メモ 
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 附属幼稚園 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 久　原 有　貴 

提案テーマ 「森の幼稚園」の保育プランの作成 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

 本園は「森の幼稚園構想」を掲げ、自然の中で遊ぶことを通して幼児の育ちを支えてい

くことをめざしている。本年度はその実現のための“森の幼稚園の保育プラン”を作成す

ることを目的として研究をすすめている。 

 

（活動の具体） 

以下の手順をふみながら、保育プランの作成を試みている。 

① 保育プラン（カリキュラム）のとらえ方や考え方について、文献研究を行なった。そ

こから、幼児の姿と保育者の思いを重ね合わせていく“対話的な保育”を大切にして

いくことを共通認識した。 

② 毎月幼児の実態に応じて、森での保育を意識した指導計画を作成し、それを職員間で

読み合い、ねらいの見直し、異年齢間の調整を行なった。 

③ 指導計画に基づいて、保育を実践した。その際、「森の日」という１日中森の中で過ご

す日を設けて実践した。その日には「森の達人」と呼ばれる自然の専門家を招いて、

森での遊びを豊かに行うことができるようにしている。 

④ 森での特徴的な姿をエピソードとして記録し、そのエピソードを職員で読み合い、そ

の時期に大切な経験についてカンファレンスを行なった。 

⑤ 森で見られた遊びや活動を記録し、そこから半年間の変容を見いだした。 

（※②～④は毎月くり返した） 

 以上の方法で幼児の森での育ちを見ていくと、森での遊びの特徴として木登りやターザ

ンブランコなどの「挑戦系の遊び」や、想像力を働かせて自然物を何かに見立てるような

「見立て遊び」が多く行なわれていることが見いだされた。また、対話的な保育プランを

作成するためには、「集い（全員活動）」の時間も大切にしていくことが必要であることが

分かってきた。 

成 

果 

と 

課 

題 

 記録をとり、職員間で頻繁にカンファレンスを行なったことにより、森での保育におい

て大事にしたい保育観の共通認識が生まれてきた。また、森を中心とした保育を実践した

ことで、幼児の中に、従来には見られない想像力の育ちや挑戦する意欲の高まりが育って

いることを実感することができた。 

 今後は、森で遊ぶことによって幼児の中に何が育っているのかをエピソードを収集しな

がら探っていく必要がある。さらに、その育ちは「森」という環境独自のものなのか、ど

のような環境でも可能だが森という環境の豊かさによって育ちやすいものなのかなど、

「森」という環境のもつ意味を探っていきたい。そのことを吟味しながら、森の保育の有

効性を生かした保育プランを作成することをめざす。 

メモ 
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 附属 東雲小 学校 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 土　井　　 徹 

提案テーマ 授業力を高めるには？ 

（活動の目的と目標） 

  

授業力を高める。 

 

（活動の具体） 

 

 ・校内授業研究で授業づくりについて議論する（年間 13 回＋α）。 

  

 ・中学校の授業を参観し，授業協議会を行う（年間２回＋α）。 

  

 ・公開研究会で授業提案を行い，授業協議会を行う（年間３回）。 

 

 ・外部講師が本校の児童を対象に授業を実施。後，授業について語る会を行う。 

 （早稲田大学教授 露木 和男 氏 ４年「もののあたたまり方」） 

 

 

 

 ○これまでの授業とは違う授業が見られるようになってきた。 

 

 ○小学校５,６年と中学校 1 年の授業づくりに関する仮説ができつつある。 

 

 ●授業力の高まりをどう評価するか。 

 

 

 
メモ 
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 附属中・高等学校 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 平　松　敦　史 

提案テーマ スーパーサイエンスハイスクール（SSH），及びコア SSH の取り組み 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

SSH 研究開発課題  
『持続可能な開発』に創造的に取り組む科学者・技術者を育成する教育課程の創造 
コア SSH 研究開発課題 
持続可能な開発のための創造力育成をねらいとした科学授業モデルの日独韓共同開発 
（活動の具体） 

○創造性を養うプログラム 

先端科学における創造性を学ぶプログラムとして，「特別講義」，「研究室訪問学習」，「研

究実践学習」，「サイエンスツアー」また，「課題研究」，「各教科における創造性を育む教育

研究」を行っている。 

○国際力を身につけるプログラム 

高１から高２の春休みに実施している海外研修にＥＳＤプログラムを取り入れ実践して

いる。また昨年度はＳＳＨの重点枠事業が採択され，ドイツのベルリン市，またザクセン

市に赴き，バイオマスエネルギーを素材とした科学授業モデルを実施した。さらに，本年

度はコアＳＳＨ事業が採択されたので，韓国の先進科学高校と連携し，新たに開発した科

学授業モデルを韓国と本校の高校生とが共同して実践した。また，新たな科学授業モデル

を開発し，韓国から高校生を本校に招待し実践する予定である。さらにドイツに赴き，Ａ

ＳＰネット校と協力したＥＳＤ教材開発，また，科学授業モデルを実施する予定である。 

○地球規模で考えるプログラム 

学校設定科目「サイエンスコミュニケーション」，「宇宙・地球科学」，「生命科学」，「数

理解析」を新たに設定し，選抜した高校２年生１クラス（SS クラス）に実践している。ま

た，ＥＳＤの内容開発として，環境，社会，文化の視点から捉え直した教材を実践してい

る。 

成 

果 

と 

課 

題 

生徒，保護者，教職員へのアンケート結果から，生徒に対しては，自己効力感が高い，

科学を学習する価値を認識している，といった効果が得られていることが確認された。ま

た，保護者は，「理科・数学に対する能力やセンス向上に役立つ」といった好意的な受け止

めがなされている。また，教職員ではＳＳＨ活動がより効果的になってきている，との認

識が高まっている。 

 課題として，従来実施してきた内容をよりインテグレートした取り組みが求められる。

例えば，ＥＳＤを科学・技術の視点のみならず社会科学の視点を更に取り入れたり，他の

領域との共同授業コンテンツを開発したりすることである。さらに，得られた知識を活用

する能力を育成する機会を与える授業モデルとして，実際に産業社会で行われている事業

とリンクした内容の開発などが考えられる。 

メモ 
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４．教 育 実 践 部 会
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 附属 東雲小学校 

部会 教育実習  研究 
 教育実践 発表者 梶　山　雅　司 

提案テーマ 特別支援学級とともに進める交流及び共同学習 
（活動の目的と目標） 

・障害がある児童とない児童が，かかわりの場をとおしてお互いを理解し，ともに生活を

創っていくことができるようにしていく 

・小学校特別支援学級児童と中学校特別支援学級生徒との共同学習をとおして自分の成長

やその過程のイメージをもつことができるようにする 

（活動の具体） 

 

 ・「縦割り活動」におけるグループでの活動及び日々の清掃活動 

  

・「学年活動」における早朝活動やＰＴＣ等の学年単位の活動 

  

・「学年宿泊学習（第 3学年以上）」における事前学習及び宿泊学習の実施 

 

・中学校特別支援学級との交流 

  

○ 特別支援学級の児童は，自分たちの学級以外の大きな集団の中で，活動を体験したり

かかわったりすることで自信をつける 

○ 学年が上がるごとに他学級の児童は特別支援学級の児童を「障害のある」という捉え

ではなく一人の友だちとしてとらえている 

○ 中学校特別支援学級生徒との交流で，児童が進路の見通しをもつこと，生徒が中学生

になった自覚をもつこと 

● 特別支援学級児童と通常学級児童との活動のペースの違いのとらえ方  

● 特別支援教育における小学校から中学校へのスムーズな移行のあり方 

メモ 
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 附属三原小学校 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 小早川 善　伸 

提案テーマ 校外班編成（地域別児童会） 

内 
 

容 
 

の 
 

概 
 

略 

（活動の目的と目標） 

○ 同じ地域に住む子どもや保護者同士が顔見知りになることで，お互い声を掛け合い，

地域で安心・安全に生活できるようにする。 

○ 通学路や通学方法，休日の遊び場や 110 番の家などについて交流することで，安心・

安全に通学したり，地域で生活したりできるようにする。 

（活動の具体） 

【事前活動】 

○ 校外班別名簿・地図を作成する。（教員） 

○ 110 番の家，お店などのマークを確認する。（教員） 

○ 地域での危険な場所や気になることなど保護者の意見を収集する。（教員） 

○ 校外班の６年生と 1 年生との事前顔合わせをする。 

【当日（日曜保護者参観日）】 

① 親子で一緒に自己紹介（学年・名前・住所など） 

② 通学路・通学方法・110番の家・地域の危険な場所などの確認・交流 

【事後活動】 

○それぞれの地域で挙がった課題の中で，学校全体に関係のあることをまとめる。 

成 

果 
と 

課 

題 

○ 地域の保護者同士のつながりができ，お互い声を掛け合う雰囲気ができた。 

○ 110 番の家や通学路の危険な場所を確認できたため，保護者・教員とも共通認識の基，

子どもたちへの声賭けができるようになった。 

○ 子どもたちが危険な場所を意識して，登下校ができるようになった。 

● 毎年，年度初めの 1 回のみの活動であるため，防犯意識を高める活動を継続したり，

さらに取り組みを深めたりすることができていない。 

● 通学範囲が広範囲で通学方法や通学路が様々であるため，班編成を組むことが難し

い。 

メモ 
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 附属福山中・高等学校 

部会 教育実習 研究 ○教育実践 発表者 林  靖　弘 

提案テーマ 学友会指導について 

（活動の目的と目標） 

 

自己指導能力と自治の力を身につける。 

 

（活動の具体） 

学友会(生徒会)の活動は特別活動の 1 つに位置づけられる，自発的，自

治的な実践活動を通して，自主的な態度の在り方を学ぶ教育活動である。

学友会の主な活動内容は，クラブ活動にともなう費用の会計処理や，広報

誌の発行といった日常の業務，体育祭，学友祭(文化祭)などの行事の運営

である。この行事の運営能力が，年を追うごとに低下してきている。行事

の運営にあたって，生徒は過去の資料をもとに綿密なマニュアルを作り上

げる。初版から，何度も手直しをして最終版まで，仕事を細分化して個々

の係員に割り当てていく。しかしながら，往々にしてマニュアルの世界で

自己完結してしまい，指導に当たる教員が指摘しても，問題点をなかなか

理解できない。結果，フェイルセーフを忘れていたり，不測の事態に柔軟

に対応できなかったりする。想像力の欠如。行事の流れを頭の中で組み立

てていくことができないのである。実は事態はまったく逆で，融通をきか

せた対応ができないから，マニュアルに執拗にこだわるとも言える。いず

れにせよ，集団を動かすという実体験が圧倒的に不足している。 

 
 

オリーブ祭(新入生歓迎会)から始まって，体育祭，学友会総会(生徒総

会)，学友祭と，いくつもの行事を運営していくなかで，運営能力＝集団

の動きを想像する力が身についていく。運営のコツを身につけていく。効

果的な方法などはなく，生徒は失敗を繰り返しながら，指導にあたる教員

は問題点を考えさせたり，指摘したり，時には活動を支援したりしながら，

地道に行事を行なっていくしかない。学友会本部と呼ばれる運営集団は中

学生から５年生(高校２年生)まで，多学年に及んでいるが，中核となるの

はやはり５年生である。彼らは５年を最後に引退していくため，中枢にお

ける活動はどうしても単年度となる。生徒同士での運営方法の引継ぎをど

のようにしていくかが課題である。 

 

メモ 
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 附属幼稚園 

部会 教育実習  研究  教育実践 発表者 松　本　信　吾 

提案テーマ  「森の幼稚園」の保育実践 
（活動の目的と目標） 

 本園は「森の幼稚園構想」を掲げ、一日中森の中で過ごす「森の日」を週１回以上設け

るなど、「森の幼稚園」を目ざしている。森で遊ぶことと通して、豊かな感性や、知的好奇

心、身のこなしなどを体得し、本園の教育目標である「心豊かに生きる力を育む」ことを

めざして、日々の実践を行っている。 

（活動の具体） 

・「森の日」の実践 

 一昨年度より、登園時から保育室に入らず、一日中森の中だけで過ごす「森の日」を週

に１，２回程度行っている。さらに本年度より、自然と触れ合う楽しさや自然からのメッ

セージを伝えるインタープリターとしての「森の達人」を非常勤講師で招き、保育者と一

緒に「森の日」を行っている。達人に食べることのできる草花を教えてもらい実際に食べ

たり、木を切ってきて自分たちの家やはしごを作ったり、五感を働かせたネイチャーゲー

ムを行ったりなど、今までにない自然との出会いや気付きが生まれている。 

・挑戦する遊び 

 本園では、子どもたちを危険から遠ざけるのでなく実際にやってみることを通して、危

険を回避する身のこなしを体得することや、できるようになる充実感を味わうことを目ざ

している。木登り、ターザンブランコ、綱渡りなど、自分の体力と勇気の限界まで挑戦す

る遊びが頻繁に行われ、子どもたちは『怖いけどやってみたい』という気持ちを味わいな

がら遊んでいる。 

・自然物を用いた遊び 

 森の中では、既存の遊具がないために、木切れや葉っぱなどの自然物を見立てながら遊

ぶ姿が頻繁に見られる。現代の子どもたちは既成の遊具などがないと遊びにくくなってい

ると言われているが、本園の子どもたちはそれらのものが無くても、自由に自然物を見立

てながら遊ぶようになっている。しかし、そのようになっていく過程は簡単ではなく、保

育者がファンタジーの世界を語ったり、森の達人が自然物の楽しさを伝えたりすることで、

子どもたちは徐々に見立てた遊びを行うようになっている。 

・森からもらった物語 

 本園の森には、語り継がれている物語がいくつかあった。それらを職員が「森からもら

った物語」としてまとめ、子どもたちに語り継ぐことを行っている。その物語には、魔女

の“ルカ”や、ゴリラのようなおばけの“ゴーリー”が登場するなど、ファンタジーの世

界に満ちている。そのような物語を、実際に森に入って少し怖い異次元の世界の中で聞く

ことで、子どもたちはファンタジーの世界をリアルに体験しており、日々の遊びや生活の

中でも、新たな物語を創造している。 

 保育室から森を中心とした保育にシフトしたことで、①自分の限界までくり返し挑戦し
ようとする子どもが増えた ②ファンタジーの世界を楽しむ子どもが増えた ③身のこな
しが格段によくなった などのことを、保育者として実感している。 
 今後、森の保育を通して育つものを具体的な子どもの姿から描き出すことで、幼児期に

大切な体験を発信していくことが課題となる。同時に、森での保育を系統的に行うための、

「森の幼稚園カリキュラム」を作成することが必要である。その中では、従来の保育内容

の取捨選択を行いながら、新しい保育の形を創造していくことが求められるだろう。 
メモ 
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分 科会記録（教育実習部会）

「附 属学校園 の教育実習 が目指す もの」とい うテーマ で，各学 校園におけ る教育実 習の

実際について発表した。各校園の特徴ある実践の概要を以下にまとめた。

１ 附属東雲小学校「教育実践者としての基盤形成に重点をおいた実習」

教育 者として の全人的陶 冶を目標 としている 。指導案 検討日を 設定し，教 育実習期 間を

第 Ⅰ期 ・第Ⅱ期 に分け実習 を行って いる。グル ープでの 活動を重 視すること で，実習 生同

士 の互 いの人間 関係を深め 支え合い ながら仕事 に携わる ことの意 義を実感さ せること がで

きる。また，社会人としての一般常識に対する指導も重視している。

２ 附属三原小学校「公立学校への訪問および授業観察」

教育 実習生が 本校と異な る教育現 場を参観し ，豊かな 教育経験 を積むこと で，今後 の実

習 に生 かすこと ができるよ うにする ことを目標 としてい る。複式 学級の授業 の参観や 公立

学 校の 実態やそ れに応じた 授業の工 夫などを観 ることが できる。 公立小学校 の教員と 授業

について交流し，学校経営や学級経営について学ぶことができる。

３ 附属小学校「カンファレンス的な学びを取り入れた教育自習」

教育 実習生に 対しカンフ ァレンス 的な学びを 取り入れ ることに より子ども について 表層

的 な理 解だけに 終始させる のではな く，自己吟 味させ， より深層 的な理解へ と導くこ とを

目 的と している 。このアプ ローチを 学級反省会 において 実践した 。学生が子 どもを多 面的

な 視点 から見る 様子がうか がえ，自 己吟味によ り子ども 理解へと 導くことが 可能であ ると

思われる。教師間の連携を緊密にする必要がある。

４ 附属東雲中学校「生徒と関わる時間を大切にし，授業改善に活かす実習指導」

責任 ある教育 活動を営む ことがで きる実践力 の習得を 目的とし ている。生 徒の実態 を把

握 する ことに意 識をもって 指導案を 作成するこ とは目標 が明確な 授業づくり につなが る。

可 能な 限り生徒 と実習生が 関われる 時間を多く もち，生 徒との関 わり方やそ の重要性 を認

識 させ ている。 また，現場 の状況を 実感でき， 教師とし ての意識 が高まり， その責任 の重

さを実感させることができる。しかし，現状では時間不足な場合もある。

５ 附 属三原中 学校「生徒 理解・生 徒指導と教 科指導を ２本柱と する教育実 習の実際 」

教科 指導の実 習のみにと どまらず ，現場教職 員の勤務 に少しで も近い勤務 状態の実 習を

実 現し ，教科指 導と生徒指 導は常に 表裏一体の 関係にあ ることを 意識させな がら教育 実習

を 行い ，実習生 の教職に対 する基本 的な姿勢を 確立させ 資質を高 めることを 目的とし てい

る 。生 徒の立場 に立った授 業の構築 ，生徒の実 態を考慮 した指導 案づくり等 ，失敗を 経験

しながらもやりきっているが，メンタル面でのサポートの必要性を感じる。

６ 附属中・高等学校「本校の教育実習について」

教科 を中心に 中高ともＨ ・Ｒ指導 に力を入れ ている。 実習生は 教科指導に ほぼ満足 して
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い る。 今後指導 体制として ，一人の 教員が担当 する適正 な人数の 検証，３年 生の教育 実習

に あた り大学で のカリキュ ラム整備 が必要であ る。２学 期の日程 が過密にな ることが 課題

である。

７ 附属福山中・高等学校「教育実習における合宿生活の有効性について」

自治 運営の共 同生活を通 して，苦 楽を共にし ながら， 互いに支 え合うこと の大切さ を体

感 し， 他者への まなざしの 意味を自 らに問いか けること を目的と している。 実習生同 士が

コ ミュ ニケーシ ョンを図る ことで実 習の基礎に なる体験 をするこ とができる 。グルー プに

リーダーがいるかいないかでグループの質に差がでる。

８ 附属三原幼稚園「実りを実感できる教育実習の実際」

幼児 教育を具 体的に体験 させるこ とで，今ま で習得し てきた教 育の理論と 理解をよ り深

め させ ると共に ，教育技術 ，実践的 指導力の習 得をはか り，教育 者としての 精神と資 質を

向 上さ せること を目的とす る。部分 実習と全日 実習の両 方を実習 生全員がで きるよう にし

て いる 。事後指 導を充実さ せ，教師 間で交流し 指導内容 の質を高 める。教師 間の交流 の時

間の確保や内容の改善が必要である。

９ 附属幼稚園「幼稚園教育実習の実際について」

幼児 教育を具 体的に体験 すること を通して， 今まで習 得してき た教育の理 論と理解 をよ

り 深め させると 共に，教育 技術，実 践的指導力 の習得を はかり， 教育者とし ての精神 と資

質 を向 上させる ことを目的 とする。 幼稚園の教 員を希望 する学生 は少ないが ，幼児の 実態

を 知り 幼児に対 する理解を 深める経 験につなが っている 。しかし ，２週間と いう短い 期間

の中では実態把握も難しく保育実践や指導の充実が必要である。

平成 年度海外調査プロジェクト10 22

「アメリカ」

Indiana University IU San Francisco State附 属 学 校 に 関 す る 中 期 目 標 を 達 成 す る た め ， ( )と

( )を 訪 問 し た 。 先 進 的 な 教 育 実 習 と 教 育 実 践 研 究 に 関 し て ， 信 頼 性 か つ 妥 当University SFSU

性 のあ る調査を 実行し，本 学のシス テムの見直 しをする ための一 助とする。 日米の比 較か

ら ，実 習生の人 数，大学と 附属の連 携などの指 導体制， 指導内容 ，実習期間 などを検 討し

教 育実 習の充実 をはかる必 要がある 。また，教 員養成を めぐる国 内の新たな 動きにむ けて

教育実習生の資質向上をどうはかるとよいかが課題である。

「フィンランドにおける教員養成に関する調査報告」

附属 学校に関 する中期目 標を達成 するために ，世界的 観点から 教員養成を 行ってい るフ

， ，ィンランドの大学ならびに教育実習校訪問し 先進的な教育実習と教育実践研究に関して

信 頼性 かつ妥当 性のある調 査を実行 した。その 調査を踏 まえて本 学のシステ ムの見直 しを

す るた めの一助 とすること を目的と する。調査 結果から ，質の高 い教員養成 には，大 学も

附 属も 互いに協 力しながら それぞれ の役割を果 たさなけ ればなら ないことが 実感でき た。
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○教育実習部会の様子 
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○教育実践部会の様子 

                 

○懇親会の様子 



第３回

―附属学校園における特色ある教育研究に向けて―

第３回広島大学附属学校園合同全国フォーラム実行委員会　発行

主催◉広島大学　　　　　主幹◉広島大学附属東雲・三原
後援◉広島県教育委員会／広島市教育委員会／東広島市教育委員会／三原市教育委員会／福山市教育委員会

2010

12/27
全体会／広島大学文学部 B204 リテラ
分科会／広島大学教育学部
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